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【成果】簡単な手順なので、何度か繰り返し練習を重ねると一人で作れるようになった生徒や、I Padの画面を視覚的に確認することで、
            失敗せずに作れるようになった生徒もいた。家庭にも取り組み内容を連絡したところ、休日に作らせてみたという家庭もあった。
【課題】どう般化させるか？学校で出来るようになっても、実際の生活の場で活かせない現状がある。
　　　　ワット数の違い、スイッチの違いや設定の仕方の違いなどの細かな違いや、アクシデント時の対応をどう獲得させるかなども
            課題である。

中学 部 1 年
・火事やケガなどの危険性が低く、一人で簡単な調理ができるように生活単元学習の時間に繰り返し学習した。
・I Padのプレゼンテーションアプリ「Keynote」で　電子レンジだけで作れる簡単調理（冷凍食品・おにぎり・
みそ汁など）の作り方を、画像入りの工程順で作成しておき、授業では生徒がI Padの画面を確認しながら、一人で
作れるようになるまで同じ作り方で何度も繰り返し練習した。

困り感
・将来に向けて簡単な料
理が一人で出来るように
なりたい

・火事やケガなどの危険
が伴うことや家庭の事情
により、家では料理をさ
せてもらえない
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特別支援学校

対象の児童生徒 取り組みの内容・授業の様子等

成果と今後の課題

大阪市立 タイトル（テーマ） 難波 1

難波 「電子レンジでつくる　チョ～簡単調理実習」～ひとりでつくれたよ！！～ 平成
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